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メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



●１月のできごと ●
で　き　ご　と日（曜）

初山別村成人式４捷

新春書き初め大会６昌

予防接種７昭

親子ふれあい陶芸教室
どんど焼き

８晶

親子ふれあい料理教室９土

子供会　お楽しみ会１１捷

乳幼児健診１３昌

ほしっこくらぶ２０昌

予防接種２１昭

ほしっこくらぶ会場開放日
ふれあいサロン

２７昌

農業委員会総会２９晶

令和３年 初山別村成人式
　新成人の門出を祝う成人式が自然交

流センターで開かれ、１０名の方が出席

しました。

　宮本村長の式辞の後、新成人へ記念

品と祝酒が贈られ、谷島星弥さん、江

端栞里さんが新成人としての「誓いの

言葉」を宣誓しました。また、木村議

長からのお祝いの言葉や祝電祝文が披

露され、新成人を代表して宮﨑巧さん

が答辞を述べました。　（１月４日）

１ 月のこんなことあんなこと

隠隠

令和２年度 初山別村功労者表彰授与式
　初山別村農業委員

会委員として、１２年

４ヵ月の永きにわた

り貢献された立野保

治氏、木村茂氏へ村

長より功労者表彰が

授与されました。

（１月２０日）

今月のほしっこくらぶは

☆じゆうあそび　でした。（１月２０日）

ほしっこくらぶ －１月号－

２月の「ほしっこくらぶ」は、

３日、１７日開催予定です。

江端　栞里 ／ 小川　祐奈
佐藤　翔弥 ／ 谷島　星弥
寺﨑　　健 ／ 長谷川栄人
松本　雄大 ／ 宮﨑　　巧
宮崎　菜月 ／ 山本　遥香

成人式

出席者
（１０名）
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けり　害　特に強い詠嘆の意

池本凌太郎
任期：１年目
担当地区：初山別

吹き溜りにはまりました

荻原　光央
任期：１年目
担当地区：豊岬

「しょさまる号」実証運行期間終了 ！ 来年度４月から本格運用 ！

丑谷　哲也
任期：２年目
担当地区：有明

１時間早ければ…

高塚　　望
任期：２年目
担当地区：豊岬

「ＲＯＡＤ ｔｏ ＢＥＲＬＩＮ」

桑原努力志
任期：２年目
担当地区：初山別

　昨年の１０月から１月末までの約４か月間「しょさまる号」の専任運

転手として勤務させていただきました。この間、各地区の沢山の利用

者様と接することができ貴重な経験と時間をいただけた事、大変感

謝しております。この４か月間を通じ、公共交通空白地とされる地域

への足の確保の必要性を切実に感じました。その中で、笑顔で礼をい

ただいたり、寒い中でも車が見えなくなるまで玄関前でお見送りいた

だいたり、心温まる日々でございました。２月、３月については私自

身の本格移住も含め、４月からの「しょさまる号」本格運用に向け準

備の期間とさせていただきます。

　昨シーズンと比して積雪も多く気温の低い日が続いておりますが、

感染予防への気を緩めることなくこの冬期を乗り切りましょう！

　年末は後輩に食事に誘われて宮城に帰ってきました。と言っても駅前にホテルをとっ

て次の日(年内)には北海道に戻ったので、これを帰省と言いうのかは微妙ですが、、、(笑)

　とにかく驚いたのが仙台駅東口。前々から大規模な工事をしていたのは知っていまし

たが、まさかここまで進化するとは概って感じです。以前までの殺風景な通路が嘘のよ

うで、やはり時代の流れを感じざるを得ませんでした。そして大学卒業以来に再開した

後輩の成長。学生と社会人の違いなんてのは様々な場面で耳にしますが、こんなに身近

で感じたのは初めてでした。学生時代の付き合いが長いこともあり、感慨深いと思いつ

つ、さっぱり成長していない自分が情けなく思い少しへこみました。

　今年は少しでも成長できたらと思いますが、さっそく年始に躓いてまたへこんでおります。早いとこ起き上がって走り出したいところです。

　ちなみに年越しはその帰路の車内でどん兵衛を食べて過ごしました。今年も宜しくお願いします。

　こんにちは。高塚です。先日保育士の試験を受けるために、そろそろ申請しておかないと

間に合わないかなと思いホームページの方で確認したところ、なんと確認した１時間前に受

付が終わっていました。残念です。私のプランでは４月に受けて、もし受からなかった場合

は合格した科目は次の試験で免除されるので、より少ない科目を集中して勉強できるという

ものでした。ですが、これで一発合格を目指すことになってしまいました…。頑張ります。

高塚でした。

　いくたびも雪の深さを尋ねけり

　明治を代表する俳人、正岡子規の句です。明け方、除雪車のエンジンの音で目を覚まし、今日もま

たどれだけ積もったのだろう？と、窓から外の様子を確かめようと思うのだけれど寒さで布団から出られ

ない。そんな時、この句を思い出してはふと雪が降ることにワクワクしなくなった自分に気付かされます。

　話は変わりますが、先日初めてゲートボールをしました。ルールもスティックの持ち方も知りま

せんでしたが、大先輩方にご指導いただきなんとか第１ゲートを通過したりしなかったり。ボール

を見て、ゲートを見て、またボールを見て、呼吸を整えようと窓から豊岬の雪景色を見たその時、

これまでまるで興味のなかったこの遊びにワクワクしている自分に気付きけり。

２月のアルバム：さよーならあなた － ＥＰ／カネコアヤノ

　今年もよろしくお願いいたします。皆さまお正月はいかがお過ごしでしたか。私はお餅を少し食べすぎてしまいました。

　さて、タイトルの件について話をさせてください。これは年明け前ではありますが、吹雪のすごい日に

車の運転をしていたときのことです。見事に吹き溜りが見えず、案の定はまってしまい身動きが取れなく

なってしまいました。最終的には役場の方に来ていただき、それと通りがかったご近所さんにも助けてい

ただいてどうにかなりましたが、あの日以来、決して高を括ってはいけないと肝に命じて車の運転をして

いる日々でございます。助けてくださった皆さん本当にありがとうございます。事故は良くありません

がこうして人のあたたかさに触れてほっこりしました。
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議会だ よ り
 

 

 

 

　
　
功
労
者
表
彰

■
平
成
　
年
７
月
　
日
か
ら

２０

２０

初
山
別
村
農
業
委
員
会
委
員

と
し
て
　
年
４
か
月
間
在
職

１２

初
山
別
村
字
有
明

立
　
野
　
保
　
治
　
氏

初
山
別
村
字
千
代
田

木
　
村
　
　
　
茂
　
氏

　
　
条
例
の
制
定

○
初
山
別
村
議
会
議
員
及
び

初
山
別
村
長
の
選
挙
に
お
け

る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
制
定

→
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
選
挙
運
動
の
公
費

負
担
を
規
定
。

※
公
費
負
担
と
な
る
も
の

①
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用②
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
作
成

③
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

作
成

　
　
月
定
例
会
は
、　

月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１２

１０

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、
村
功
労
者
表
彰
を
は
じ
め
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
補
正
予
算
な

ど
　
件
で
、
い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

１１
　
一
般
質
問
で
は
、
三
谷
博
子
議
員
、
長
谷
川
幸
廣
議
員
が
村
政
の
執
行
に
つ
い
て
、
村
長
の

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより ２０２１ 冬　№ 9 6

令和３年２月発行

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

可決令和２年度初山別村功労者表彰について議案第４７号

可決
初山別村議会議員及び初山別村長の選挙における選挙運動の公

費負担に関する条例の制定について
議案第４８号

可決初山別村税条例の一部を改正する条例の制定について議案第４９号

可決初山別村介護保険条例の一部を改正する条例の制定について議案第５０号

可決
初山別村後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例の

制定について
議案第５１号

可決令和２年度一般会計補正予算（第４号）議案第５２号

可決令和２年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第５３号

可決令和２年度介護保険特別会計補正予算（第３号）議案第５４号

可決令和２年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第２号）議案第５５号

可決令和２年度簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）議案第５６号

可決令和２年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）議案第５７号

条

例

の

制

定

功

労

者

表

彰



　
　
条
例
の
改
正

○
初
山
別
村
税
条
例
の
一
部

改
正

→
地
方
税
法
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正
。

○
初
山
別
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

→
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

○
初
山
別
村
後
期
高
齢
者
医

療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正→
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正

に
伴
う
改
正
。

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
７
５
２
１
万
３
千
円
を
追

加
し
、　

億
４
１
７
０
万
４

３１

千
円
に
。

【
感
染
患
者
対
応
用
プ
レ
ハ

ブ
借
上
料
】

垢
　
斉
藤
議
員

　
い
つ
頃
か
ら
使
用
予
定
な

の
か
。

茅
　
大
水
住
民
課
長

　
補
正
予
算
議
決
後
、
概
ね

１
週
間
か
ら
　
日
の
範
囲
内

１０

で
設
置
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

【
財
産
管
理
費
修
繕
料
】

垢
　
鎌
田
副
議
長

　
村
有
住
宅
の
窓
枠
の
取
り

替
え
修
繕
４
戸
と
い
う
こ
と

だ
が
、
冬
期
間
に
行
う
の
か
。

ま
た
、
現
在
空
き
家
の
状
況

な
の
か
。

茅
　
加
藤
総
務
課
長

　
古
い
教
員
住
宅
４
戸
で
、

現
在
空
き
家
で
あ
り
ま
す
。

来
年
度
、
先
生
方
等
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
冬
期
間
施
工

で
修
繕
を
行
う
。

垢
　
鎌
田
副
議
長

　
窓
枠
の
み
で
な
く
、
内
部

も
き
ち
ん
と
修
繕
し
、
快
適

な
住
宅
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

茅
　
加
藤
総
務
課
長

　
内
部
改
修
も
し
っ
か
り
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。

【
村
観
光
協
会
運
営
事
業
補

助
金
】

垢
　
髙
場
議
員

　
８
５
０
万
円
か
ら
の
減
額

で
あ
る
が
、
残
り
の
２
３
５

万
円
の
内
訳
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
金
額
の
大
き
い
も
の
と
し

て
は
、
事
務
委
託
分
１
５
０

万
円
、
残
り
に
つ
い
て
は
、

秋
の
味
覚
感
謝
祭
、
推
進
事

業
で
あ
る
手
ぶ
ら
で
キ
ャ
ン

プ
な
ど
観
光
事
業
を
通
常
ど

お
り
行
っ
て
い
る
。

垢
　
髙
場
議
員

　
岬
ま
つ
り
出
店
者
に
対
し

補
助
が
あ
っ
た
が
、
内
容
は
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
来
年
の
開
催
に
向
け
て
コ

ロ
ナ
対
策
の
準
備
金
と
い
う

意
味
も
含
め
、
３
万
円
を
補

助
し
た
。

【
北
海
道
農
業
次
世
代
人
材

投
資
資
金
（
経
営
開
始
型
）

道
補
助
金
】

垢
　
髙
場
議
員

　
経
営
開
始
し
た
方
に
対
し

て
何
年
く
ら
い
道
の
方
で
助

成
が
あ
る
の
か
。

茅
　
向
井
経
済
課
長

　
道
補
助
金
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
か
ら
道
を
経
由
し
て

交
付
さ
れ
る
国
庫
補
助
金
で

あ
り
ま
す
。
支
給
期
間
は
、

経
営
開
始
か
ら
５
ヶ
年
間
と

い
う
こ
と
で
年
１
５
０
万
円

を
上
限
と
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
１
６
９
万
７
千
円
を
減
額

し
、
２
億
７
３
６
６
万
７
千

円
に
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

◇
２
６
６
８
万
８
千
円
を
追

加
し
、
２
億
１
７
４
万
７
千

円
に
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特

別
会
計

◇
　
万
８
千
円
を
減
額
し
、

２０
２
３
２
８
万
７
千
円
に
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◇
　
万
８
千
円
を
追
加
し
、

１３
１
億
７
４
８
５
万
６
千
円
に
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

◇
１
０
０
万
５
千
円
を
追
加

し
、
１
億
９
５
１
４
万
５
千

円
に
。

　
　
臨
時
議
会

◆
第
２
回
臨
時
会

（
　
月
　
日
）

１１

３０

○
専
決
処
分
の
報
告
〔
損
害

賠
償
の
額
の
決
定
〕

→
令
和
２
年
　
月
２
日
発
生

１１

の
村
道
に
お
け
る
車
輌
物
損

事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
額

　
万
４
４
３
４
円

１９

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

→
人
事
院
勧
告
（
※
）
に
伴

い
、
職
員
の
期
末
手
当
の
引

き
下
げ
。

年
間
　
△
０
坩０
５
月
分

○
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
議
員
の
期

末
手
当
の
引
き
下
げ
。

年
間
　
△
０
坩０
５
月
分

○
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
の
期
末
手
当

の
引
き
下
げ
。

年
間
　
△
０
坩０
５
月
分

○
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

→
職
員
に
準
じ
、
パ
ー
ト
タ

イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の

期
末
手
当
の
引
き
下
げ
。

年
間
　
△
０
坩０
５
月
分

○
過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

村
計
画
の
変
更

→
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進

事
業
（
光
ケ
ー
ブ
ル
未
整
備

地
域
の
光
ケ
ー
ブ
ル
整
備
）

の
追
加
。

右

議会だ よ り

条

例

の

改

正

補

正

予

算

臨

時

議

会

（
※
）
人
事
院
勧
告
と
は

　
国
家
公
務
員
の
給
与
水

準
を
民
間
企
業
従
業
員
の

水
準
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と

を
基
本
に
人
事
院
が
勧
告

す
る
こ
と
。



宇

議会だ よ り
  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
検
査
体
制
の
充
実
と
拡

大
阻
止
に
向
け
て

議
員
 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流

行
期
に
備
え
、
道
の
指
定
に

よ
り
、
初
山
別
診
療
所
で
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

医
療
が
必
要
と
判
断
し
た
検

査
は
、
行
政
検
査
と
し
て
道

が
費
用
を
負
担
し
自
己
負
担

は
無
い
が
、
確
認
の
た
め
自

発
的
に
検
査
を
希
望
す
る
場

合
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な

り
、
そ
の
金
額
は
３
万
円
で

高
額
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
発
症

の
２
日
前
か
ら
１
週
間
が
特

に
感
染
力
が
強
い
期
間
と
さ

れ
、
無
症
状
で
感
染
し
た
こ

と
を
自
覚
で
き
な
い
危
険
性

も
あ
る
。
村
民
が
不
安
を
感

じ
た
時
、
直
ぐ
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
自

己
負
担
の
一
部
を
村
が
助
成

す
る
な
ど
、
負
担
を
軽
減
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
村

長
の
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

家
庭
内
で
の
二
次
感
染
の
リ

ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、
ウ
イ

ル
ス
検
査
の
結
果
が
出
る
ま

で
、
必
要
が
あ
れ
ば
空
き
村

営
住
宅
や
プ
レ
ハ
ブ
等
の
貸

し
出
し
に
よ
る
支
援
は
出
来

な
い
か
村
長
に
伺
う
。

村
長
 

　
現
時
点
で
検
査
費
用
を
助

成
す
る
考
え
は
な
い
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

流
行
下
、
感
染
を
疑
わ
れ
る

方
が
速
や
か
に
診
療
・
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
体

制
を
維
持
す
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

検
査
費
用
を
助
成
し
、
検
査

件
数
が
増
え
た
場
合
、
発
熱

患
者
等
の
診
察
・
検
査
の
み

な
ら
ず
、
通
常
診
療
を
も
圧

迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
感
染
の
有
無
を
確
認

す
る
だ
け
の
検
査
へ
の
助
成

は
慎
重
に
行
う
べ
き
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
今
後
の
感

染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

医
療
従
事
者
や
施
設
職
員
な

ど
真
に
検
査
の
必
要
な
方
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
実
施
す
る
方
向
で
対
応

し
た
い
。

　
検
査
結
果
が
出
る
ま
で
の

間
、
村
が
宿
舎
等
を
提
供
し

て
は
と
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

居
室
や
食
事
等
生
活
空
間
を

分
離
、
ま
た
は
、
時
間
を
ず

ら
す
こ
と
で
家
庭
内
感
染
を

防
ぐ
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、

全
国
的
に
も
同
様
の
対
応
を

と
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

現
段
階
で
は
特
別
な
対
応
を

す
る
予
定
は
な
い
。

一
問
一
答

議
員
 Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
拡
大

し
て
い
く
こ
と
が
一
番
早
く

患
者
を
見
つ
け
、
隔
離
し
て

い
け
る
。
そ
れ
が
緊
迫
し
て

い
る
病
院
を
助
け
る
こ
と
に

な
る
。
管
内
で
も
家
庭
内
で

の
感
染
は
起
き
て
い
る
。
そ

の
中
で
隔
離
で
き
る
場
所
が

あ
れ
ば
、
感
染
か
ら
家
族
を

守
っ
て
い
け
る
と
い
う
安
心

感
に
も
繋
が
る
。
現
在
空
き

家
が
あ
る
の
で
、
い
く
つ
か

指
定
し
、
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

村
長
 

　
現
在
の
と
こ
ろ
そ
う
い
う

考
え
は
持
っ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
か
ら
も
状
況
が
変
化
し

て
く
る
こ
と
も
十
分
考
え
ら

れ
る
。
診
療
所
の
先
生
を
始

め
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
も

相
談
し
、
諸
情
勢
を
勘
案
し

な
が
ら
適
切
な
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

議
員
 す
ぐ
に
解
決
で
き
る

問
題
で
あ
れ
ば
い
い
が
、
こ

れ
は
長
期
に
わ
た
る
と
思
う
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
だ
け
が
、
私
た

ち
が
感
染
し
て
い
る
、
し
て

い
な
い
を
発
見
す
る
唯
一
の

方
法
だ
と
思
う
。
ワ
ク
チ
ン

等
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

こ
の
小
さ
い
村
だ
か
ら
こ
そ

補
助
し
て
い
け
る
、
都
会
に

先
ん
じ
て
行
っ
て
み
る
と
い

う
こ
と
が
大
事
で
は
な
い
か

と
思
う
。
是
非
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
一
部
補
助
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
何

か
あ
っ
た
時
に
家
族
か
ら
隔

離
で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。
村
に
感
染
者

は
い
ま
せ
ん
が
、
出
た
と
き

の
為
に
今
か
ら
用
意
し
て
欲

し
い
。

村
長
 

　
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
脅
威
に

は
対
応
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
意
図
は
議
員
と
同

じ
認
識
で
あ
る
。
一
番
に
は

国
の
対
応
が
あ
る
わ
け
で
す

が
、
私
も
小
さ
な
村
だ
か
ら

何
か
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
の
状
況
を
見
な
が
ら
、

必
要
だ
と
い
う
と
き
に
は
、

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

一

般

質

問

Ｑ　自発的なＰＣＲ検査の自己

　　負担を軽減する考えはないか

Ａ　現時点で、

　　　　検査費用を助成する考えはない
三谷　博子　議員

宮本　村長



 

進
む
、
農
家
戸
数
の
減
少
へ

の
対
応
に
つ
い
て

議
員
 １
坩
村
長
は
、
農
業

を
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
と

常
日
頃
述
べ
て
い
る
。
今
の

農
業
の
実
態
は
、
高
齢
化
に

よ
る
農
業
者
の
離
農
が
急
激

に
進
み
、
５
年
～
　
年
後
に

１０

は
、
農
地
の
受
け
手
も
な
く

ど
ん
ど
ん
村
の
農
業
が
衰
退

し
、
地
域
が
無
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
村
長
の
認

識
を
伺
う
。
ま
た
、
そ
れ
を

踏
ま
え
農
業
が
今
後
村
に
及

ぼ
す
影
響
を
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

２
坩
農
業
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
は
人
材
確
保
が
最
も
重

要
で
あ
る
。
新
規
就
農
者
の

募
集
に
伴
い
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
毎
年
農
業
枠
で
採

用
す
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、

住
宅
を
整
備
し
て
新
規
就
農

者
や
学
生
の
実
習
受
け
入
れ

等
も
検
討
す
べ
き
で
な
い
か
。

３
坩
今
の
農
業
者
の
状
況
を

考
え
る
と
、
先
祖
か
ら
受
け

継
い
だ
農
地
を
守
っ
て
い
く

こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
と
認

識
し
て
い
る
が
、
農
業
者
の

経
営
面
積
、
賃
貸
の
状
況
は
。

ま
た
、
後
継
者
不
足
に
よ
る

法
人
経
営
へ
の
転
換
が
進
む

中
、
売
買
・
賃
貸
に
よ
る
規

模
拡
大
経
営
へ
の
負
担
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
農
地
を
手
放
す
人
、
取

得
す
る
人
両
方
が
引
き
継
ぎ

や
す
い
政
策
支
援
が
必
要
で

な
い
か
。

村
長

１
坩
指
摘
の
と
お
り
村
の
農

業
者
は
、
高
齢
化
や
後
継
者

不
足
に
よ
る
減
少
が
続
き
、

こ
の
　
年
で
　
名
が
離
農
し

１０

１８

て
お
り
、
農
業
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
地
域
農
業
の
衰
退
は
、

集
落
機
能
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
が
困
難
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
様
々
な
多

面
的
機
能
の
維
持
が
懸
念
さ

れ
る
。
将
来
に
わ
た
り
村
の

農
業
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、

新
規
就
農
者
の
確
保
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
中
心
的
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
約
・
集

積
に
よ
る
規
模
拡
大
の
推
進

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

２
坩
今
年
度
、
協
力
隊
の
農

業
枠
と
し
て
１
名
の
研
修
生

を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今
後

と
も
国
に
よ
る
新
規
就
農
制

度
と
調
整
を
図
り
、
幅
広
く

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
住
宅
整
備
に
つ
い
て
は
、

受
け
入
れ
体
制
を
図
る
う
え

で
重
要
な
要
件
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
は

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
状

況
か
ら
、
専
用
住
宅
を
整
備

す
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
人
口
減
少
を
見
据

え
た
中
で
総
合
的
に
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
坩
経

営

農

地

面

積
は
、

「
田
」
が
８
１
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

「
畑
」
が
１
埀０
４
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
、
う
ち
賃
貸
に
よ

る
利
用
面
積
は
、
３
５
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
率
に
し
て
　
％
１９

の
農
地
が
賃
貸
に
よ
り
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
農
地
の
売
り
手
・
買
い
手

に
対
す
る
政
策
支
援
は
、
農

地
の
売
買
を
進
め
る
た
め
国

の
農
地
中
間
管
理
事
業
を
始

め
、
農
業
委
員
会
に
よ
る
斡

旋
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

村
と
し
て
も
農
地
の
公
益

性
・
重
要
性
を
踏
ま
え
必
要

な
対
策
を
検
討
し
た
い
。
な

お
、　

月
に
農
業
委
員
会
と

１１

合
同
で
村
内
４
地
域
で
集
落

座
談
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
農

地
が
持
続
的
か
つ
効
率
的
に

利
用
さ
れ
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
し
、
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一
問
一
答

議
員
 協
力
隊
或
い
は
新
規

就
農
者
の
募
集
に
当
た
っ
て

は
、
制
度
の
有
る
限
り
続
け

る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
今
現

在
の
募
集
し
て
い
る
内
容
、

方
法
を
お
聞
か
せ
願
い
た
い
。

経
済
課
長

　
新
規
就
農
の
募
集
に
関
し

て
は
、
担
い
手
育
成
セ
ン

タ
ー
で
活
動
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
年

に
２
度
札
幌
市
で
行
わ
れ
て

い
る
就
農
フ
ェ
ア
ー
に
村
職

員
、
農
協
職
員
、
現
在
自
立

し
た
新
規
就
農
者
が
参
加
し

て
募
集
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
募

集
、
農
業
会
議
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
載
せ
て
い
た
だ

き
募
集
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

烏

議会だ よ り

一

般

質

問
長谷川　幸廣　議員

Ｑ　地域おこし協力隊を毎年

　　　農業枠で採用すべきでないか

Ａ　国の新規就農制度と調整を図り、

　　　　　　　　幅広く進めていきたい

新規就農研修中の
荻原隊員



 

 

 

　
令
和
２
年
度
の
学
校
定
期

監
査
が
、　

月
　
日
に
村
内

１１

２６

小
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

〇
監
査
報
告

・
配
分
予
算
の
執
行
状
況
、

伝
票
経
理
事
務
、
各
備
品
台

帳
の
整
理
、
備
品
の
整
理
・

保
管
は
、
概
ね
適
正
に
執
行

さ
れ
て
い
る
と
認
め
た
。

・
校
舎
内
の
管
理
、
清
掃
等

は
、
適
正
と
認
め
た
。

・
理
科
薬
品
、
器
具
類
の
整

理
、
保
管
は
、
適
正
と
認
め

た
。

羽

議会だ よ り

議　　会　　の　　う　　ご　　き

１２　　　月１１　　　月

第４回定例会（議長外議員全員）１０議員懇話会（議長外議員全員）５

例月出納検査（監査委員）２１
北海道議会議員浅野貴博氏との意見交換会
（議長外議員多数）

２０
１　　　月例月出納検査（監査委員）

成人式(議長外議員全員）４
羽幌町外２町村衛生施設組合議会定例会
（斉藤議員･羽幌町）

例月出納検査（監査委員）
１９

北留萌消防組合議会定例会（加藤議員･羽幌町）

議会報発行特別委員会（委員長外委員多数）学校定期監査（監査委員）２６

北海道市町村職員退職手当組合議会定例会
（議長・札幌市）

２５議会運営委員会（議長外委員全員）

３０ 第２回臨時会（議長外議員全員）

議会全員協議会（議長外議員全員）

委
 員
 長
　
三
谷
　
博
子

副
委
員
長
　
長
谷
川
幸
廣

委
　
　
員
　
山
本
　
康
男

委
　
　
員
　
加
藤
　
一
裕

議
会
報
発
行

　
　
　
特
別
委
員
会

　
村
民
の
皆
様
、
年
末
年
始

は
ど
の
様
に
過
ご
さ
れ
ま
し

た
か
？

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
変
な

思
い
を
さ
れ
た
事
と
存
じ
ま

す
。
正
月
に
は
お
子
さ
ん
や

お
孫
さ
ん
に
会
え
な
か
っ
た

人
も
い
た
事
で
し
ょ
う
。
出

初
め
式
等
も
中
止
に
な
り
団

員
、
所
員
の
士
気
も
沈
み
が

ち
と
思
い
ま
す
。
誰
が
こ
の

様
な
ご
時
世
に
な
る
と
予
想

し
た
で
し
ょ
う
か
。「
負
け

て
た
ま
る
か
の
気
持
ち
が
あ

れ
ば
必
ず
乗
り
越
え
ら
れ

る
」。
先
に
は
光
が
有
る
と

信
じ
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
・
加
藤
　
一
裕
）

　
編
集
後
記

会
議
録
の閲

覧
が
で
き
ま
す

　
議
会
だ
よ
り
は
、
議
会
の
議

決
の
状
況
や
審
議
の
概
要
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

が
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
の
閲

覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
の
閲
覧
が
出
来
な
い
方
は
、

議
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
ど
な
た
で
も
議
会
を
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
村
の
大
切
な
予
算
を
決
め

る
議
会
で
す
。

　
是
非
、
お
気
軽
に
傍
聴
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

緯
６
７
・
２
２
１
１
　

議
会
を傍

聴
し
ま
し
ょ
う

次
の
定
例
会
は

３
月
９
日
か
ら
の

予
定
で
す

学
校
定
期
監
査



迂

フ
レ
イ
ル
予
防
で
 

健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も

収
束
の
目
処
が
た
た
な
い
中
、
自
粛

生
活
が
長
引
き
、
高
齢
の
方
の
心
身

の
機
能
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
は
健
康
だ
っ
た
の
に
、
年

と
と
も
に
活
動
能
力
が
だ
ん
だ
ん
と

低
下
し
て
い
く
状
態
を
「
フ
レ
イ
ル
」

と
い
い
ま
す
。
日
常
生
活
で
心
身
の

機
能
低
下
の
サ
イ
ン
（
フ
レ
イ
ル
）

に
早
め
に
気
づ
き
、
改
善
し
て
い
け

ば
、
健
康
な
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
ま
ず
、
自
分
の
フ
レ
イ
ル
危
険
度

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

（
Ｊ
儿
Ｃ
Ｈ
Ｓ
基
準
）

□
半
年
で
体
重
が
２
～
３
 茜
以
上

減
っ
た

□
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た

□
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

□
筋
力
（
握
力
）
が
低
下
し
た

□
体
を
動
か
す
こ
と
が
減
っ
た

　
当
て
は
ま
る
項
目
が
多
い
ほ
ど
、

フ
レ
イ
ル
の
疑
い
が
高
ま
り
ま
す
。

★
１
～
２
個
該
当
の
場
合

　
フ
レ
イ
ル
予
備
軍

★
３
個
以
上
該
当
の
場
合

　
フ
レ
イ
ル

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
は
５
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

①
筋
力
（
運
動
）

　
適
度
な
運
動
は
体
力
、
免
疫
力
を

高
め
ま
す
。「
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
や
「
か

か
と
上
げ
」
な
ど
の
筋
力
ア
ッ
プ
体

操
の
ほ
か
、
家
事
や
散
歩
な
ど
で
筋

力
の
維
持
・
向
上
を
は
か
っ
て
転
倒

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

②
食
事
（
栄
養
）

　
筋
肉
の
も
と
に
な
る
栄
養
を
し
っ

か
り
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
１
日

３
度
の
食
事
は
抜
か
な
い
、
肉
や
魚
、

卵
な
ど
の
た
ん
ぱ
く
質
を
し
っ
か
り

と
る
、
ま
た
、
高
齢
に
な
る
と
の
ど

の
乾
き
を
感
じ
に
く
く
な
る
た
め
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
も
必
要
で
す
。

③
口
腔
ケ
ア
（
歯
と
口
の
健
康
）

　
食
べ
る
、
話
す
、
表
情
を
豊
か
に

す
る
な
ど
生
活
の
要
と
な
る
の
が
口

腔
機
能
で
す
。
日
頃
か
ら
、
歯
み
が

き
や
舌
の
清
掃
を
行
い
清
潔
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
か
む
力
や
飲
み
込

む
力
を
養
う
た
め
入
れ
歯
の
調
整
を

し
た
り
、
お
口
の
体
操
（
パ
タ
カ
ラ
）

を
し
ま
す
。

④
認
知
機
能
（
認
知
症
予
防
）

　
脳
の
老
化
で
あ
る
「
認
知
症
」
を

防
ぎ
、
脳
を
健
や
か
に
保
ち
ま
し
ょ

う
。
日
記
を
つ
け
た
り
、
家
事
を
同

時
に
複
数
こ
な
し
た
り
、
簡
単
な
計

算
を
し
た
り
脳
ト
レ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
運
動
習

慣
の
あ
る
人
は
、
認
知
症
を
発
症
し

に
く
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
有
酸
素
運
動

が
お
す
す
め
で
す
。

　
ま
た
、
う
つ
病
は
高
齢
期
に
か
か

り
や
す
い
心
の
病
気
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

自
粛
生
活
が
長
引
い
て
い
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。
憂
う
つ
な
気
分

（
悲
し
い
、
涙
が
出
る
、
イ
ラ
イ
ラ

す
る
）
に
な
っ
た
り
、
物
事
が
楽
し

め
な
か
っ
た
り
、
眠
れ
な
い
、
食
欲

が
な
い
な
ど
の
状
態
が
２
週
間
以
上

続
く
時
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受

診
す
る
か
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
保
健
師
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

⑤
人
づ
き
あ
い
（
社
会
参
加
）

　
人
と
の
交
流
、
助
け
あ
い
が
大
事

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
大

勢
で
集
ま
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
、
家

族
や
ご
近
所
、
友
人
同
士
で
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
で
長
引
く
自
粛
生
活

の
中
で
も
、
健
康
を
保
つ
た
め
、
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
保
健
師
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
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■
確
定
申
告
 
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

～
申
告
書
の
自
動
入
力
始
ま
り
ま
す
～

　
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
金
額
等
を
入
力

す
る
と
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
令
和
３
年
１
月
か
ら
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

控
除
証
明
書
等
の
情
報
を
一
括
取
得

し
、
該
当
の
各
控
除
欄
に
金
額
等
が

自
動
入
力
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
会
社
等
の
控
除
証
明
書
等
の

発
行
主
体
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
の
準
備

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
必
要
な
ほ
か
、

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
各
種
設
定
が
必

要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
連
携
の
詳
細
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
活
用
し
た
年
末
調
整
及

び
所
得
税
確
定
申
告
の
簡
便
化
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

［h
ttp
s
://w

w
w
.n
ta
.g
o
.jp
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■
国
税
庁
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
運
用

開
始
に
つ
い
て

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
か
ら
、
所
得

税
の
確
定
申
告
に
関
す
る
税
務
相
談

の
新
し
い
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

「
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。

◆
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
と
は
？

　
「
チ
ャ
ッ
ト
」
と
「
ロ
ボ
ッ
ト
」

を
組
み
合
わ
せ
た
言
葉
で
、
利
用
者

の
知
り
た
い
情
報
に
つ
い
て
、
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
す
る
か
、
文
字
で

入
力
す
る
と
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
自

動
で
回
答
を
表
示
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

〇
「
医
療
費
控
除
」
や
「
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
」
な
ど
の
特
に
お
問
い
合
わ
せ
の

多
い
各
種
控
除
に
関
す
る
質
問
は
も

ち
ろ
ん
、
株
式
や
配
当
金
に
関
す
る

質
問
な
ど
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

〇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
又
は
パ
ソ
コ
ン

か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て

い
た
だ
く
と
、
ウ
ェ
ブ
上
で
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
に
相
談
で
き
ま
す
。

■
医
療
費
控
除
は
、「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す

　
平
成
　
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

２９

領
収
書
の
提
出
の
代
わ
り
に
「
医
療

費
控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
領
収
書
は
、
自
宅
で
５

年
間
保
存
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、

提
示
又
は
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。）。

　
な
お
、「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

の
添
付
に
代
え
て
、
医
療
費
の
領
収

書
の
提
示
又
は
提
出
に
よ
る
こ
と
が

で
き
る
経
過
措
置
は
、
令
和
元
年
分

で
終
了
し
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
留
萌
税
務
署

　
緯
０
１
６
４
儿
４
２
儿
０
６
６
１

サ
イ
バ
ー
空
間
の
脅
威
か
ら
あ
な
た

を
守
る
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及

等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
の
増
加
傾
向
に
伴
い
、
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
に
係
る
不
正
送
金
事
案
や
、

偽
サ
イ
ト
に
係
る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐

欺
事
案
及
び
不
正
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
案

等
、
国
民
生
活
を
脅
か
す
サ
イ
バ
ー

犯
罪
の
危
険
性
が
社
会
全
体
で
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
次
の
対
策
を
実
施
し
ま

し
ょ
う
。

○
身
に
覚
え
の
な
い
メ
ー
ル
の
添
付

フ
ァ
イ
ル
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
開
か
な
い
。

○
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
で
の
買
い

物
で
は
、
そ
の
サ
イ
ト
が
本
物
か
ど

う
か
よ
く
確
認
す
る
。

○
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に

は
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
す
る
。

○
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
、
自
分
自

身
で
し
っ
か
り
管
理
す
る
。

○
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
ソ
フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）

おおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知
らららららららららら

お
知
ら
せせせせせせせせせせせ

留
萌
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

羽
幌
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ネ
ッ
ト
の
影
に
潜
む

サ
イ
バ
ー
犯
罪



や
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
は
常
に
最

新
の
状
態
に
し
て
お
く
。

○
不
必
要
な
ア
プ
リ
や
信
頼
の
お
け

な
い
サ
イ
ト
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

○
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
デ
ー
タ

を
保
存
す
る
。

　
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
、
一

つ
の
対
策
を
講
じ
れ
ば
大
丈
夫
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
複
数
の
対
策
を
併
用
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
安
全
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
羽
幌
警
察
署

　
緯
０
１
６
４
儿
６
２
儿
１
１
１
０

卯

気象台ひと口メモ　～低温注意報～

　上川・留萌地方では１月下旬から２月中旬が一年で最も寒い時期となります。今回

は、「低温注意報」についてのお話しです。気象台では低温による農作物の被害（夏期）

や水道管の凍結・破裂などによる被害（冬期）が発生するおそれがあるときに「低温

注意報」を発表します。

　具体的な発表基準は季節によって異なります。４月から６月、８月中旬から１０月ま

では平均気温が平年より６℃以上低い、７月から８月上旬は気温が１４度以下が１２時間

以上継続など、農業関係に影響を及ぼす気温が基準となっています。また、１１月から

３月までは最低気温が平年より１２℃以上低いと予想する場合に発表しています。

　冬期間の低温の要因は、上空に強い寒気が入ること、冬型の気圧配置がゆるんで内

陸部を中心に晴れて、地表面の熱が奪われる放射冷却現象が起こること、などがあげ

られます。これまでの最低気温の記録は、旭川で－４１．０℃（１９０２年１月２５日）、名寄

では－３５．７℃（１９８２年２月２日）と内陸部では－３０℃以下となり、留萌では－２３．４℃

（１９８５年１月２５日）、羽幌では－２６．４℃（１９２３年１月２７日）など海岸部では－２５℃ 前

後となっています。

　低温注意報が発表されると、海岸部では－２０℃前後、内陸部では－２５℃から－３０℃

以下の厳しい冷え込みになることが予想されますので、水道管の凍結・破裂などに注

意をして下さい。

　※問い合わせ先　旭川地方気象台（電話：0166－32－7102）

　※旭川地方気象台ホームページアドレス　https://www.jma-net.go.jp/asahikawa/
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北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ 

※外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみとなり、定期受診や関節注射は午後となります。

※木村医師の総合診療は、希望された方全てに対応できない場合があります。

※平成３１年４月から、「胃がんリスク健診（保険外診療）」を始めました。

※予約制で、人間ドックは水曜日、特定健診及び生活習慣病健診は月～木曜日に実施しています。

北海道立羽幌病院：羽幌町栄町１１０番地（電話　０１６４－６２－６０６０）

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月令和３年３月外来診療体制

８：００～１１：００

〇〇〇〇

内科第１診察室予約
優先

午
　
　
前

消化器内科　佐々尾医師〇

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇

（第４水曜日２４日は休診）〇〇〇〇〇

内科第２診察室
完全予約制

循環器内科（第４水曜日 ２４日）
留萌市立病院　高橋医師

〇予約制

８：００～１１：００
砂川市立病院　木村医師（２５日）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇
内科・外科・整形外科
（総合診療医）

予約外

予約制引野医師（１日）〇

整形専門外来予約制 予約制穴口医師（５日・１９日）〇

予約制八島医師（４日・１０日・１８日・２４日）〇〇

完全予約制

佐々尾医師〇フレイル外来

予約制

午
　
　
後

呼吸器・禁煙外来
重原医師（５日・１９日完全予約制）

〇内科（呼吸器・禁煙外来）

１３：３０～１５：００（整形専門外来診療日は内科のみ）〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約優先

完全予約制渡部医師（９日・２３日）〇

整形専門外来予約制 完全予約制穴口医師（４日・１８日）〇

完全予約制覺田医師（１２日・２６日）〇

８：００～１１：００
１３：００～１５：００

旭川医大医師（日程未定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（２日・９日・１６日・２３日・３０日）

〇婦人科（毎週火曜日）

全日
完全予約制

旭川医大医師　＊変更となる場合もあります。
（２日・３日・９日・１６日・１７日・２３日・３０日）

〇
予約検査
のみ

〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

完全予約制札幌医大医師（３日・１７日・３１日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇皮膚科（毎週金曜日）

転　　入

１２／２１　I  KOMANG  ADI  SANJAYA  PUTRA

　　　　　　　　　　　（初山別）

１２／２４　岡　　　佑　樹（初山別）

　　　　　　　　明　海

お 誕 生

１２／９　阿　部　 心 　 珀 （初山別）
こ はく

（父：雄一郎　母：悠記子）

ご 結 婚

１２／１０　山　岡　大　翔（初山別）

　　　　中　川　ま　み（初山別）

おくやみ
１１／２９　長谷川　　　壽　

　　　　　　　　　９２歳（有　明）

１２／１５　長　坂　哲　夫

　　　　　　　　　８４歳（明　里）

１／１９　野　沢　テ　ル

　８８歳（豊　岬）

ひとのうごき

～令和３年１月末～

人口と世帯数
人口 １,１２３人
　　　（△２人）
 男 ５３４人
 女 ５８９人
 世帯数 　５３３世帯 
　　　（△３世帯）

（　） は前月比



　初山別村民憲章　　産業をのばし、働くよろこびに生きる豊かな村にしましょう。

煙この広報誌は再生紙を使用しています。 丑

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、予定されて

いる行事などにつきまして、中止や延期、規模縮小な

どの措置をとることがありますのでご了承願います。
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６２６

　留萌地区郵便局長会様より新型コロナ

ウイルス感染症等の沈静化の願いを込め

て作成された、オリジナルフレーム切手

「疫病退散アマビエ」が寄贈されました。

（１２月２１日）

オリジナルフレーム切手｢疫病退散アマビエ｣の寄贈
● 今月の主な行事予定 ●

（２／１２～３／１１）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（２月号）１２晶

２

月

１３松

１４掌

１５捷

１６昇

ほしっこくらぶ会場開放日１７昌

予防接種１８昭

破砕ごみ（初山別・千代田）１９晶

２０松

２１掌

２２捷

２３昇

２４昌

２５昭

広報配布（お知らせ版）２６晶

２７松

２８掌

１捷

３

月

２昇

ふじみ保育所　ひなまつり撮影会
ほしっこくらぶ

３昌

予防接種４昭

５晶

６松

７掌

８捷

９昇

乳幼児健診１０昌

広報しょさんべつ配布（３月号）１１昭

　オロロン農業協同組合様より鏡もちを

寄贈していただきました。鏡もちは正月

期間中、役場庁舎ロビーに供えさせてい

ただきました。　　　　　（１２月２５日）

鏡もちの寄贈
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